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学生への指導方針 

学生には教官あるいは博士研究員が指導を行います。これにより実験技術、科学的

な考え方など、科学者になるための基礎を身につけていただきます。学生は独自の

研究テーマをもち、指導を受けながら、研究を完成させ論文を執筆(第一著者として)
します。その後は研究者として自立してテーマを選択し、自分の力で研究を進めて

いくことが期待されます。研究者としての自立を教育目標としています。 

学生に対する要望 一度実際に見学されることをお勧めします。 

問 合 せ 先  
(Tel) 06-6879-3661 

担 当 者 山下俊英 (Email) 
yamashita@molneu.med.osaka-u.ac.jp 

 
研究室のテーマ  
1. 神経回路の可塑性を制御する生体システムの統合的研究（下図） 
2. 中枢神経障害後の神経回路再編成と機能回復のメカニズムの解明 
3. 多発性硬化症の発症と再発の分子メカニズムの解明 
4. 神経と免疫のクロストークに関する研究 
5. 神経発達障害の分子生物学的機構の解明  
6. 慢性疼痛のメカニズムの解明 
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